















竹 村 ，は=ロAるa 雄
工 出寸ι一 博 士
第 783 0 τE=ヨf 
昭和 62 年 7 月 22 日
基礎工学研究科物理系専攻












インタフェイス (U 1 F) の向上の必要性に対する認識が深まりつつある。
本論文の第 1 章では本分野の研究の必要性と現状を概説している O
第 2 章では，アプリケーションプログラム (AP) における良好なUIF提供の妨げとなる種々の原
因をあげ，それらの問題を解決し， APでの良好なUIF提供を可能にするユーザインタフェイス作成
支援システムUISEを提案し， U 1 S Eの設計方針，機能，実現手法について報告している。 UIS
E は，従来AP ごとに設計されていたUIFを一括して管理しこの一括管理されたUIF を UIF記
述言語UIDLを用いてAPから利用することで，比較的高度なUIFを，従来の手法による場合より
少ない手間で実現することを目指したものである。また，同時に複数AP間でのUIFの自然な統ーも






















れた比較的良好なユーザインタフェイスを低コストで提供可能であることを， U 1 S E の設計思想，実
現手法，プログラム記述例をもとに述べ，本手法の有用性が高いことを示している。
(2)では，同一のポイント装置を用いても，カーソルの表示の方法や位置確定の手法などのソフトウェ
ア手法を変えるとポイント効率が変化することを実験結果をもとに示している。そして，この性質を応
用し，マウスを用いたポイントに必要な机上の作業領域の削減手法などの効果を確認している。
以上のように，本論文は計算機ソフトウェアのユーザインタフェイスに関して新しい知見を得るとと
もに，有用な示唆を与えており，この分野の発展に寄与するところが大きく，博士論文として価値があ
るものと認める。
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